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アンケート調査にご協力ください。
問１　あなたのことについて教えてください。

　１　性別を教えてください。　　①　男性　　②　女性

　２　年齢を教えてください。　　　　　　　　歳　　
　３　職業などを教えてください。（　　）にも○をつけてください。　

　　　 ①中学生　　②高校生　　③大学生　　④大学院生　　⑤専門学校生
⑥社会人（自営業・会社員・公務員・パート又はアルバイト・主婦又は主夫・無職・その他）　

　４　あなたの関心分野を教えてください。（複数回答可）

　　　①　環境　　　　　②　福祉・保健　　③　芸術文化・スポーツ　　④　観光・産業　　
　　　⑤　経済・雇用　　⑥　教育　　　　　⑦　地方自治　　　　　　　⑧　国際関係　　　
　　　⑨　景観・建築　　⑩　まちづくり・都市計画　　⑪　土木　　　　⑫　防災　　
　　　⑬　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２　あなたが青少年モニターになった理由は何ですか。（複数回答可）

　１　京都市政や社会を今よりよくしたいから　　　２　今の市政や社会に不満があるから

　３　自分の意見を生かしてほしいから　　　　　　４　若い世代の意見を生かしてほしいから

　５　新しい仲間を増やしたいから　　　　　　　　６　おもしろそうだから　

　７　家族にすすめられたから　　　　　　　　　　

　８　中学校・高校の先生や大学の教員にすすめられたから
　９　友人や知り合いにすすめられたから　　　　　10　将来に役立ちそうだから

　11　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問３　あなたは青少年モニターを何で知りましたか。（複数回答可）
　１　京都市のホームページ（「京都市情報館」）　２　区役所等の窓口
　３　新聞

　４　インターネット（京都市以外のホームページ，ブログ，ツイッター，フェイスブックなど）

　５　家族からの口コミ　　　　　　　　　　　　６　中学校・高校の先生や大学の教員からの口コミ

　７　友人や知り合いからの口コミ

　８　青少年活動センター・市民活動センターの窓口・掲示物・案内など
　９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問４　京都市では，市民の皆さんの市政に対する理解を深めたり，意見を市政に反映したりするために，

　　次のような取組を行っています。あなたは，これらの取組に参加したことがありますか。また，知　

　　っていますか。（取組ごとに，○はひとつ）

	
	京都市の取組
	参加した
ことがある
	参加した

ことはないが知っている
	知らない

	１
	市長への手紙
	
	
	

	２
	提案，アイデア，名称・愛称等の募集
	
	
	

	３
	審議会等（※１）の公募委員への応募
	
	
	

	４
	審議会等の傍聴
	
	
	

	５
	市民参加型フォーラム（※２）
	
	
	

	６
	ワークショップ（※３）
	
	
	

	７
	パブリック・コメント（※４）
	
	
	

	８
	市が行う地元への説明会
	
	
	


　　　（※１）審議会等・・・政策の形成や評価のため，専門家，利害関係者，市民等が市からの諮問事項について審議する機関
　　　（※２）市民参加型フォーラム・・・傍聴する市民が発言や旗揚げアンケートなど何らかの形で参加できる公開の討論会

　　　（※３）ワークショップ・・・経験，立場，年齢の異なる人々が参加し，話し合ったり，現場を見たりしながら，ひとつの共同

　　　　　　　　　提案をまとめ上げる活動

　　　（※４）パブリック・コメント・・・広く市民に対して，市が検討している政策案に対する意見を事前に受け付ける機会を確保

　　　　　　　　　し，意見と意見に対する市の回答や対応を公開し，必要なときには案の修正をする制度
問５　問４の取組について１つでも「参加したことがある」に○をした方にお尋ねします。参加したき　

　　っかけや理由を教えてください。

	


問６　問４の取組について１つでも「参加したことがある」又は「参加したことはないが知っている」

　　に○をした方にお尋ねします。あなたは，これらの取組を何で知りましたか。（複数回答可）

　１　市民しんぶん                           ２　京都市のホームページ（「京都市情報館」）

　３　市広報板                               ４　区役所等の窓口

　５　市バス・地下鉄のポスター等の掲示物     ６　ラジオ・テレビでの市広報番組

　７　自治会・町内会の会合やニュース（回覧板含む）   

　８　新聞                                   ９　ラジオ・テレビ（市広報番組以外）

　10　インターネット（京都市以外のホームページ，ブログ，ツイッター，フェイスブックなど）   

　11　家族からの口コミ　　　　　　　　　　　 12　中学校・高校の先生や大学の教員からの口コミ
　13　友人や知り合いからの口コミ

　14　青少年活動センター・市民活動センターの窓口・掲示物・案内など
　15　その他（　　　　　　　                            　　　　　　　　　　　　    　）

問７　あなたは，関心のある分野で，市政に参加する場合，どのような方法なら参加したいと思います
　　か。また，現在取り組んでいない方法についても提案があれば，その他の欄に記入してください。

　　（複数回答可）

１　アンケート調査に回答する。（青少年モニター以外）

２　モニターとして参加する。（青少年モニター以外）
　３　「市長への手紙」により意見を表明する。　　　４　アイデア，名称・愛称等を提案する。
　５　審議会等の委員として意見を表明する。      　６　審議会等の議論を傍聴する。
７　市民参加型のフォーラムに出席する。　　　　　８　ワークショップに参加する。
　９　パブリック・コメントにより意見を提出する。　10　市が行う地元説明会に出席する。  
　11　市が主催するイベント等に協力する。          12　 インターネット上で意見を表明する。
　13　町内会・自治会や市民団体の活動を通じて参加する。
　14　その他

	


問８　あなたが，関心のある分野であっても市政に参加しにくい事情がある場合は，その事情を教えて
　　ください。（複数回答可）
　１　参加する時間がない（忙しい）　　　　　　　２　参加する時間が合わない
　３　参加のテーマが自分にとっての課題でない　　４　一緒に参加する仲間がいない
　５　内容が難しい　　　　　　　　　　　　　　　６　市政に興味がない・気が進まない

　７　参加の方法がわからない　　　　　　　　　　８　参加についての情報がない

　９　その他
	


問９　あなたは，この３年間に，次のような地域や社会をよりよくするための活動に参加したことがあ
　　りますか。（複数回答可）
　１　お祭りなどの地域の伝統行事
　２　地域の清掃・緑化活動など，環境保護やリサイクルに関する活動

　３　地域の避難訓練や防災活動

　４　高齢者や障がい者を支援する活動

　５　子どもを見守る活動

　６　地域を活性化するための活動

　７　募金活動や献血

　８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　９　参加したことはない

問10　問９の活動に１つでも参加したことがあると回答された方にお尋ねします。参加したきっか

　　けや理由を教えてください。 
	


問11　青少年モニターになっての感想や，青少年がより気軽に，市政や社会を良くするための活動に参

　　加しやすくなるためのアイディア等がございましたら，自由に記入してください。
	


　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　あなたのご意見は大切な資料として参考にさせていただきます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力ありがとうございました。

この調査は，未来の担い手となる青少年の皆さんが，市政や市民活動に関心を持って，より積極的に参加していただくためには，どのような方策が必要かを検討するために実施するものです。


京都市では，平成２２年度に策定した「� HYPERLINK "http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000035247.html" ��第２期京都市市民参加推進計画�」に基づき，様々な取組を実施していますが，青少年の市民参加（※１）については，８月に実施した「� HYPERLINK "http://kyo-mirai.jp/Feature/machi-meeting.html" ��京都・未来まちづくりミーティング�（※２）」への参加者数（※３）にも表れているように，まだまだ取組が浸透しているとは言えません。


青少年の皆さんの市民参加をより活発にするために，どのようなハードルを越えていく必要があるのか，ぜひ，青少年の皆さんの率直な御意見をお願いします。（１０～１５分程度で回答できます。）


また，皆さんからご回答いただいた内容も踏まえ，平成２５年２月に，「青少年の市民参加を促進するために」をテーマとする市民参加型の会議を，開催したいと考えています。


この会議では，青少年の皆さんの貴重なご意見をしっかりと受けとめ，皆さんが，日常，感じておられる現状についての課題や不満を，今後の市政に生かしていきたいと思っていますので，御都合のつく方は，ぜひご参加をお願いします。（会議内容，応募方法等の詳細については，別添チラシを御覧ください。）





（※１）市政への参加と市民のまちづくり活動の双方を言います。


（※２）無作為で選出した市民による会議（京都市初）。事前に参加を呼びかける招待状を7,000名の


　　　市民に送付。「京都市民の縮図」として集まった市民の皆さんに，「『ほっとけない』京都の現状」，


　　　「築きたい京都の未来」について語り合っていただきました。


（※３）参加者１０８名中，１０～２０代は合わせても１０名未満で，３０代以上の各年代ごとの参加


　　　者数と比較して，大きな開きがあります。
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